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一般名：リバーロキサバン 

  
自 社 製 品 類 似 薬 

リバーロキサバン OD錠 10mg・15mg「JG」 イグザレルト OD錠 10mg・15mg 

効 

能 

又 

は 

効 

果 

 

非弁膜症性心房細動患者における虚血性脳卒中 

及び全身性塞栓症の発症抑制 

 

 

 

 

 

  

成人 

○非弁膜症性心房細動患者における虚血性脳卒中 

及び全身性塞栓症の発症抑制 

○静脈血栓塞栓症（深部静脈血栓症及び肺血栓塞栓 

症）の治療及び再発抑制 

 

小児 

○静脈血栓塞栓症の治療及び再発抑制 

○Fontan手術施行後における血栓・塞栓形成の抑制  

用 

法 

及 

び 

用 

量 

 

 

通常、成人にはリバーロキサバンとして15mgを1日1回

食後に経口投与する。なお、腎障害のある患者に対して

は、腎機能の程度に応じて10mg1日1回に減量する。 

〈非弁膜症性心房細動患者における虚血性脳卒中 

及び全身性塞栓症の発症抑制〉 

通常、成人にはリバーロキサバンとして15mgを1日1回

食後に経口投与する。なお、腎障害のある患者に対して

は、腎機能の程度に応じて10mg1日1回に減量する。 

 

〈静脈血栓塞栓症の治療及び再発抑制〉 

成人 

通常、成人には深部静脈血栓症又は肺血栓塞栓症

発症後の初期3週間はリバーロキサバンとして15mg

を1日2回食後に経口投与し、その後は15mgを1日

1回食後に経口投与する。 

小児 

通常、体重30kg以上の小児にはリバーロキサバンと

して15mgを1日1回食後に経口投与する。 

 

〈Fontan手術施行後における血栓・塞栓形成の抑制〉 

通常、体重50kg以上の小児にはリバーロキサバンとし

て10mgを1日1回経口投与する。 

 


